別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：地域振興対策費
	事業名:世界文化遺産白川郷合掌集落整備事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
総合企画部観光交流推進局地域振興課　振興担当　電話番号：058-272-1111（内2434）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11161@pref.gifu.lg.jp
	事業費：


　要求額：1,000千円（前年度予算額：2,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


県民の財産である世界遺産白川郷を保存・継承していくため、(財)世界遺産白川郷合掌造り保存財団（以下「財団」という。）が行う合掌集落の保存に係る事業に対し、財政支援を行う。

＜対象となる事業＞
・修理事業（合掌造りの茅葺替経費など、建造物の修理に対する助成）
・修景事業（集落内の一般建造物で景観にそぐわない建物の修景等に係る費用を助成）
・地域活性化事業（集落保全、人材育成等に取り組む自治保存会への活動費支援）

・調査研究事業（建物耐震化調査、地域内交通量調査など集落保存のための調査研究）
	２　所要経費


補助金　1,000

・白川村が財団に対して行う助成事業の２分の１以内を予算の範囲内で補助する。
　　全体事業費　2,000千円［要求金額　1,000千円（補助率１／２）］
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　　５　ふるさとへの誇りと愛情を育てる

　　　　　　　　地域の自然、歴史、伝統、文化、景観などの「ふるさとの財産」を保全・形成・
承継し、次の子どもたちにふるさとのよさを伝えます。
	２　これまでの取組状況


　・平成７年１２月の世界文化遺産登録、平成９年３月の財団設立に伴い、同５月に、国庫補助事業の対象とならない修理・修景事業や地域活性化事業等を支援するために補助制度を創設した。
財団は、行政と住民の中間に立って世界遺産保存の中心的な役割を担っており、伝統的建造物の保存・承継や観光を含めた地域づくりの推進役として、その役割は年々重要になっていることから、保存事業に対する支援を継続してきたところである。
	３　これまでの取組に対する評価


・当地は豪雪地帯であり風雪による茅葺き等の損傷が大きく、修理・修景事業に対して支援することで、集落の維持・良好な景観の保全に寄与している。また、自治保存会に対する支援では、地域における自主的な取組によって保全活動が広がりを見せており、次代を担う人材が育成されるなど、地域の伝統文化を未来につないでいくための一助となっている。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,000

	要求額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	決定額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000


